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一
般
論
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
を
定
義
す

る
な
ら
、「
ユ
ー
ザ
ー
が
持
つ
共
通
の

イ
メ
ー
ジ
」
に
な
る
で
し
ょ
う
。
ブ
ラ

ン
ド
を
構
成
す
る
の
は
、
プ
ロ
ダ
ク
ト

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
両
輪
で

す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
は
、
こ
の
両

輪
を
通
じ
て
ブ
ラ
ン
ド
を
意
識
的
に
創

出
す
る
取
り
組
み
で
す
。
こ
こ
で
重
要

な
の
は
、
ブ
ラ
ン
ド
は
成
り
行
き
で
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
狙
い
を
明
確
に

し
て
自
ら
つ
く
り
上
げ
て
い
く
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
。
活
動
を
積
み
重

ね
て
初
め
て
成
果
が
出
る
の
で
、
構
築

に
は
通
常
、
数
年
か
か
り
ま
す
。

　
良
質
な
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
で
き
れ

ば
、「
競
合
相
手
と
差
別
化
で
き
る
」「
固

定
フ
ァ
ン
が
つ
き
、
長
期
安
定
的
な
利

益
が
見
込
め
る
」「
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

へ
の
依
存
度
を
減
ら
せ
る
」
と
い
っ
た

経
営
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
加

え
て
ユ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
も
、「（
プ
ロ

ダ
ク
ト
を
選
ぶ
）
意
思
決
定
ま
で
の
時

間
や
コ
ス
ト
を
節
減
で
き
る
」「
意
思

決
定
リ
ス
ク
の
低
減
、
回
避
に
役
立
つ

品
質
保
証
」「
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を

『
自
己
表
現
』
の
手
段
に
で
き
る
」
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、
経
営
・

ユ
ー
ザ
ー
双
方
に
と
っ
て
よ
い
こ
と
を

も
た
ら
す
の
で
す
。

が
見
込
め
ま
す
。

　
２
つ
目
に
、
高
校
現
場
の
不
安
が
あ

り
ま
す
。
入
試
改
革
元
年
の
本
年
、
た

だ
で
さ
え
大
き
か
っ
た
入
試
に
対
す
る

不
安
に
コ
ロ
ナ
禍
が
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
状
況
下
に
お
い
て
入
試
や
教
育
を

ど
う
す
る
か
、
そ
の
姿
勢
や
具
体
的
な

取
り
組
み
を
伝
え
る
「
安
心
・
安
全
」

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
初
手
と
し
て
必
須
で
す
。

　
３
つ
目
は
、
各
大
学
の
経
営
体
力
。

こ
こ
数
年
間
、
多
く
の
私
立
大
学
は
入

定
厳
格
化
の
影
響
で
募
集
が
好
転
し
て

い
た
は
ず
。
経
営
面
に
比
較
的
余
裕
が

あ
る
今
は
、
教
育
の
質
を
上
げ
た
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
見
直
し

た
り
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
自
学
に
合
う
人
材
を
公
正
に
選
抜

し
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ

た
能
力
を
確
実
に
育
成
で
き
る
こ
と

を
、
積
極
的
か
つ
迅
速
に
伝
え
る
こ
と

が
、
目
下
、
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
す
。
プ
ロ
ダ
ク
ト
で

あ
る
教
育
に
つ
い
て
も
、
安
全
に
配
慮

し
な
が
ら
、
地
域
間
の
移
動
を
伴
う
学

習
（
調
査
実
習
、イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

留
学
等
）
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

遠
隔
授
業
は
一
時
的
な
代
替
手
段
な
の

か
、
授
業
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
恒
常

的
に
導
入
す
る
の
か
。
高
校
生
や
高
校

は
各
大
学
の
発
信
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
、
仕
事
や
学
習
の
リ
モ
ー
ト

化
が
急
激
に
進
む
な
ど
、
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
を
通
じ
て
起
き
て
い
る
メ
デ
ィ
ア

革
新
を
強
く
意
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
法
も
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
。
人
々
の
メ
デ
ィ
ア
へ

の
接
し
方
が
大
き
く
変
わ
る
中
で
、
各

大
学
の
対
応
力
が
問
わ
れ
ま
す
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
自
学
が
誰
に

と
っ
て
ど
ん
な
存
在
で
あ
る
の
か
、
共

通
理
解
を
つ
く
り
あ
げ
る
行
為
で
す
。

そ
れ
ら
は
入
試
広
報
の
仕
事
で
は
な

く
、
執
行
部
の
責
任
の
下
で
し
か
成
し

得
ま
せ
ん
。
全
て
の
組
織
を
挙
げ
て
取

り
掛
か
っ
て
こ
そ
、
良
質
な
ブ
ラ
ン
ド

を
構
築
で
き
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
渦
中

に
お
い
て
、
最
高
学
府
で
あ
り
公
器
で

あ
る
大
学
が
自
学
の
存
在
意
義
を
ど
う

定
義
し
、学
内
外
に
周
知
し
て
い
く
か
。

今
こ
そ
、
大
学
の
存
亡
を
か
け
た
ト
ッ

プ
の
決
断
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

問
わ
れ
る「
安
心
・
安
全
」と

「
メ
デ
ィ
ア
変
革
」へ
の
対
応

教
育
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

両
輪
が
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
る

「
今
」で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

３
つ
の
理
由

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、存
在
意
義
の
表
明

執
行
部
に
し
か
成
し
得
な
い
仕
事
だ

ブランディング

ブランド＝プロダクト×コミュニケーション 大学経営から見た
ブランディング
大学にとってブランドとは何を意味し、
それが「今こそ」必要なのはなぜか。
持続可能な経営の視点から
これからの大学ブランディングを考える。

　
偏
差
値
、
伝
統
、
著
名
な
卒
業
生
…
。

こ
れ
ら
は
大
学
が
自
ら
意
識
的
に
創
出

し
た
も
の
で
は
な
く
、
本
質
的
な
ブ
ラ

ン
ド
と
は
呼
べ
ま
せ
ん
。
で
は
大
学
に

お
け
る
ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　
両
輪
の
一
つ
、「
プ
ロ
ダ
ク
ト
」
に
当

た
る
の
は
、
教
育
と
研
究
で
す
。
こ
こ

で
は
学
部
生
の
募
集
を
念
頭
に
、
教
育

に
焦
点
を
絞
り
ま
し
ょ
う
。
各
大
学
の

教
育
を
端
的
に
表
す
の
は
３
つ
の
ポ
リ

シ
ー
で
す
。
高
校
生
や
高
校
教
員
か
ら

見
て
「
他
大
学
・
学
部
と
違
う
」
と
言

い
切
れ
る
ポ
リ
シ
ー
や
教
育
が
ど
れ
だ

け
あ
る
か
。
日
本
の
大
学
は
戦
後
か
ら

近
年
ま
で
、
同
質
な
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー

の
育
成
に
注
力
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
多
様
性
の
時
代
。
プ
ロ
ダ
ク
ト

で
あ
る
教
育
を
鍛
え
上
げ
、
大
学
も
個

性
化
す
る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
両
輪
の
も
う
一
方
で
あ
る
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
広
告
掲
出
、
高

校
訪
問
、入
試
説
明
会
、オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。
多
く
の

大
学
が
コ
ス
ト
を
割
い
て
い
る
受
験
生

と
保
護
者
は
、
毎
年
対
象
が
変
わ
り
ま

す
。
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
毎
年
の
活
動

の
積
み
重
ね
な
の
で
、
よ
り
長
く
在
籍

す
る
高
校
教
員
に
コ
ス
ト
を
か
け
た
ほ

う
が
実
は
効
率
が
よ
い
の
で
す
。

　
教
育
の
質
を
高
め
ず
に
広
告
宣
伝
活

動
を
し
て
も
そ
の
効
果
は
一
時
的
で

す
。
在
学
生
や
卒
業
生
の
満
足
度
に
は

つ
な
が
ら
ず
、フ
ァ
ン
が
増
え
ま
せ
ん
。

　
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
を
鍛
え
独

自
色
を
持
つ
に
至
っ
た
大
学
で
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難
が
あ
れ
ば
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
成
立
し
ま
せ
ん
。

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
ま

ず
相
手
が
知
り
た
い
情
報
を
知
り
、
そ

れ
を
相
手
が
わ
か
る
形
で
伝
え
る
こ

と
。
高
校
教
員
が
相
手
な
ら
、
関
心
事

は
生
徒
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学
と
、
そ
こ

で
の
成
長
で
す
。「
貴
校
の
○
○
な
生

徒
に
う
ち
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。△
△

な
教
育
に
よ
り
、□
□
な
力
を
つ
け
て

卒
業
さ
せ
ま
す
」
と
、
自
学
に
合
う
生

徒
像
、
教
育
内
容
、
め
ざ
す
人
材
像
を
、

エ
ビ
デ
ン
ス
と
共
に
示
し
ま
し
ょ
う
。

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
は
、
ま

さ
に
今
、
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
１
つ
目
の
理
由
は
、
人
口
減
少
期
に

入
っ
て
久
し
い
中
、
今
以
上
に
競
争
が

激
化
す
る
こ
と
。
ブ
ラ
ン
ド
が
な
い
大

学
は
受
験
生
を
集
め
ら
れ
ず
、
経
営
面

の
打
撃
を
避
け
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

や
む
な
く
広
報
費
を
削
減
す
る
こ
と
に

よ
り
募
集
力
が
低
下
し
、
受
験
者
数
が

さ
ら
に
減
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
一
方
ブ
ラ
ン
ド
を

確
立
し
て
い
る
大
学
は
、
多
大
な
広
報

費
を
か
け
ず
と
も
「
フ
ァ
ン
」
で
あ
る

受
験
生
が
集
ま
る
た
め
、
経
営
の
安
定

問題
提起
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ブランドは数年以上、継続的に積み重ねてつくりあげていくもの

ブランドは成り行きでできるものではなく、意識的に創出するもの
偏差値、伝統、著名な卒業生 etc. 自学が、誰にとって、どんな存在であるのかを規定する
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・
・
・
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